
 

～〇〇の秋～ 

 

 とても暑く、熱中症を心配した９月。寒暖差が大きかった 10月。今年は秋があるのか心配でした

が、少しずつ過ごしやすくなりました。「〇〇の秋」と言えば、みなさんはどんな秋を考えますか？

インターネットで検索しました。２学期の教育活動と関連している秋がいっぱいでした。 

 

【６年生こころの劇場:11/4】 

・芸術の秋…展覧会や音楽鑑賞、文化祭などが盛んになる 

【６年生・全保護者学校保健委員会※今年は睡眠について実施 11/20】 

・睡眠の秋…秋の気候が睡眠に適していることから、睡眠の重要性を再認識するための季節 

【６年生修学旅行:11/27,28】 

・旅行の秋: 快適な気候で旅行やハイキングに出かけるのに良い     

【５年生観音山自然教室:12/9,10 12月ですが…。】 

・紅葉（もみじ）の秋…山や公園の木々が赤や黄色に色づく美しい景色 

・スポーツの秋…過ごしやすい気候で体を動かすのに最適 

 【全学年授業、校外学習等】 

・勉強の秋…過ごしやすい気温で、勉強に適している 

などが紹介されていました。（食欲の秋、読書の秋…も紹介されていました） 

子供たちの取組は、東小ニュースで紹介します。今年も修学旅行、観音山自然教室は、現地から

ホームページに掲載していきます。 

 

～ 12月７日地域防災訓練について～ 
 

 菊川市地域防災訓練が 12月７日（日）、自治会ごと計画されています。つきましては、この訓練に、

保護者の皆様とともに子どもたちも是非、参加させてください。 

 〇災害時に命を守るには「自助」「共助」「公助」が必要です。 

  「自助」…自分の命は自分で守る 【各家庭における防災（減災）対策等】 

「共助」…地域は皆で守る 【地区防災・ボランティア等】 

  「公助」…行政からの援助 【市・県・国の援助】   

・「自助」「共助」「公助」の比率は、７：２：１と言われています。 

 ・南海トラフ地震が発生した時には、全国から応援部隊が援助に来てくれるように計画はされてい 

ます（静岡県広域受援計画）。ただし、道路の寸断等も予想され、静岡県に到着するには時間がか  

かります。また、静岡県には 5000 組織を超える自主防災組織が結成されていて、１つの防災組織

に対する支援人数は、とても少ないです。そして、静岡県に単独で巨大地震が起きるかどうかも定

かではないことから、外部の救援部隊に過剰な期待をもつのは危険です。地域の力が、被害を小さ

くします。将来、子どもたちが、この小笠東地区、日本を支える力となるのです。 

 是非、親子で家具の固定や、防災・減災などについて話し合ってください。 

 

 

 

重点目標「思いをもち 挑戦しよう」 

心のチャンピオン 
小笠東小学校 

学校だより 11月号 

令和 7年 11月 4日 

←東小ニュースも

見てください 



〇９月に、災害についての授業を４年生で行いました。保護者の皆様にも一部紹介します。 


